
１　高齢者人口（第１号被保険者数）等

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 対Ｒ5比率 R１２ 対Ｒ5比率 Ｒ２２ 対Ｒ５比率

857,323 859,043 865,589 868,492 871,485 872,697 1.01 874,742 1.01 900,939 1.04

428,805 411,357 404,094 393,697 381,001 370,616 0.92 343,512 0.85 388,660 0.96

428,518 447,686 461,495 474,795 490,484 502,081 1.09 531,230 1.15 512,279 1.11

966,182 964,575 962,014 959,262 956,314 940,551 0.98 929,665 0.97 818,289 0.85

1,823,505 1,820,969 1,821,744 1,827,754 1,827,799 1,813,248 1.00 1,804,407 0.99 1,719,228 0.94

※Ｒ３・R４は介護保険事業状況報告の実績値、Ｒ５以降は見える化システム将来推計機能での見込み値
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２０３０年第９期

第２号被保険者数

合計

介護保険サービスの見込み等の調査結果（暫定値）について

第１号被保険者数

うち前期高齢者数（人）

うち後期高齢者数（人）

２０４０年第８期

本調査は、県内市町村が第９期介護保険事業計画を策定するために、令和５年１０月現在において「高齢者人口等」、「要介護（支援）認定者数」、「介護保

険サービスの見込み量」、「介護保険サービスの給付費」を見える化システムでの将来推計機能を用いて推計したものをもとに作成した。

今後、介護サービスの利用実績や介護報酬の改定等を踏まえながら精査していく予定である。

○高齢者人口（第１号被保険者数）は、年々増加し、令和８年度に約８７万人となり、令和２２年度には、約９０万人となる見込み。

○前期高齢者数は年々減少する見込みであり、後期高齢者数は年々増加する見込み。令和２２年度は前期高齢者数は増加し、後期高齢者数は減少する見込み。
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２　要介護（支援）認定者数

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 対Ｒ5比率 Ｒ12 対Ｒ5比率 Ｒ２２ 対Ｒ5比率

133,708 135,413 141,158 141,632 145,227 148,547 1.05 161,587 1.14 181,630 1.29

15.6% 15.8% 16.3% 16.3% 16.7% 17.0% 1.04 18.5% 1.13 20.2% 1.24

3,024 3,080 2,941 3,129 3,125 3,087 1.05 3,040 1.03 2,625 0.89

0.31% 0.32% 0.31% 0.33% 0.33% 0.33% 1.07 0.33% 1.07 0.32% 1.05

136,732 138,493  144,099 144,761 148,352 151,634 1.05 164,627 1.14 184,255 1.28

※Ｒ３は介護保険事業状況報告の実績値、Ｒ４以降は見える化システム将来推計機能での見込み値

２０４０年２０３０年

合計

第１号被保険者（人）

第１号被保険者認定率（％）

第２号被保険者（人）

第２号被保険者認定率（％）

第８期 第９期

○要介護（支援）認定者数は、令和８年度に約１４．８万人となり、令和２２年度には約１８．１万人となる見込み。
○第１号被保険者認定率は、令和８年度に１７．０％となり、令和２２年度には２０．２％となる見込み。令和５年度と比較すると、令和８

年度は、０．７ポイント上昇し、令和２２年度には、３．９ポイント上昇する見込み。
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３　介護保険サービスの見込み量

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 対Ｒ５比率 Ｒ１２ 対Ｒ５比率 Ｒ２２ 対Ｒ５比率

3,817,467 3,972,852 4,271,102 4,383,388 4,551,421 4,692,362 1.10 4,945,796 1.16 5,687,788 1.33

690,791 739,805 819,390 842,572 878,393 908,630 1.11 956,170 1.17 1,100,552 1.34

296,251 300,952 334,312 349,382 361,229 371,334 1.11 395,977 1.18 460,685 1.38

3,100,451 3,015,601 3,140,094 3,221,640 3,321,228 3,413,870 1.09 3,636,248 1.16 4,151,798 1.32

1,121,234 1,078,740 1,120,958 1,168,313 1,206,071 1,237,872 1.10 1,320,433 1.18 1,498,268 1.34

1,209,570 1,209,958 1,258,358 1,283,807 1,339,748 1,383,214 1.10 1,458,678 1.16 1,694,239 1.35

3,375 3,701 4,068 4,608 4,956 5,124 1.26 5,712 1.40 6,312 1.55

18,171 17,975 19,056 20,232 21,600 22,176 1.16 23,268 1.22 26,220 1.38

3,092 3,438 3,540 4,080 4,740 5,280 1.49 5,472 1.55 6,108 1.73

4,631 4,564 4,634 4,842 4,991 5,114 1.10 5,501 1.19 6,199 1.34

14,875 14,872 14,940 15,409 15,523 15,678 1.05 17,164 1.15 19,442 1.30

10,440 10,516 10,573 10,969 11,069 11,193 1.06 12,283 1.16 13,680 1.29

224 287 529 535 564 664 1.26 721 1.36 773 1.46

183 136 88

※見える化システム将来推計機能での見込み値

４　介護保険サービスの給付費

（単位：千円）

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 対Ｒ５比率 Ｒ１２ 対Ｒ５比率 Ｒ２２ 対Ｒ５比率

198,538,711 200,293,064 209,514,521 214,573,152 219,610,520 224,070,502 1.07 244,125,594 1.17 278,449,388 1.33

3,913,071 4,057,359 4,570,686 4,700,671 4,847,917 4,996,807 1.09 5,443,537 1.19 5,791,357 1.27

202,451,782 204,350,423 214,085,206 219,273,823 224,458,437 229,067,309 1.07 249,569,131 1.17 284,240,745 1.33

※見える化システム将来推計機能での見込み値

合計

介護老人保健施設（人）

介護療養型医療施設（人）

予防給付費

介護給付費

介護医療院（人）

２０４０年

２０４０年

２０３０年

２０３０年

訪問看護（回／年）

訪問リハビリテーション（回／年）

訪問介護（回／年）

介護老人福祉施設(地域密
着型除く)（人）

短期入所生活介護（日／年）

定期巡回・随時対応型訪問
介護看護（人／年）

小規模多機能型居宅介
護（人／年）

看護小規模多機能型居
宅介護（人／年）

認知症対応型共同生活介
護（人）

通所介護（回／年）

第８期

第８期

通所リハビリテーション（回／年）

第９期

第９期

○居宅サービスでは、訪問介護が令和５年度と比較すると、令和８年度は１．１０倍、令和２２年度には１．３３倍となる見込み。

〇地域密着型サービスでは、小規模多機能型居宅介護が令和５年度と比較すると、令和８年度は１．１６倍、令和２２年度には１．３８倍となる見込み。

○施設サービスでは、介護老人福祉施設が令和５年度と比較すると、令和８年度は１．０５倍、令和２２年度には１．３０倍となる見込み。

○介護保険サービスの給付費は、令和８年度に約２，２９１億円となり、令和２２年度には約２，８４２億円となる見込み。令和５年度と比較すると、令和８
年度は１．０７倍となり、令和２２年度には１．３３倍となる見込み。


